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３.公共交通不便地域に関する取組みについて 
 

２．河原田地区での実証事業（市街化区域）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

〈住民アンケートの結果について〉（「地区マスタープラン推進委員会」が実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・定時定路線型のバスとデマンド型乗合サービスの特性の比較及び地元からの意見を踏ま 

え、AI 活用型乗合デマンド交通での実証事業の概要案等について説明。 

                   ↓ 

〈主な意見〉 

・新しい交通の導入によって、既存の公共交通に影響が出ないようにしてほしい。 

・少人数の輸送手段であるデマンド交通で多くの人を輸送しようとすると、かなりの台数を

要するが、人材確保が難しい状況で、デマンド交通に多くの人材を割けないので、その点

を留意されたい。 

・運転の担い手が減っていくなかで、既存の公共交通だけでなくデマンドのような新しい交

通も含めて、必要最小限の人員による効率的な運行を考えていくことが必要である。 

〈その他〉 

・住民主体で実施したアンケート結果の集計を実施中である旨を報告。 

 

前回の協議会（令和 6年 1月）の振り返り 

下記を基に事業内容の詳細を決めていく。 

・住民主体で実施したアンケートの結果 

・地元住民で構成されている「地区マスタープラン推進委員会」、福祉施策の実施主体 

「ささえ愛ステーションかわらだ」、交通事業者との協議 

経過報告 

【概要】 

調査時期 令和５年９月～１１月 

目的 
地区住民の外出実態や外出に関する要望を把握することで、今後の外出

手段の拡充につなげる。 

設問内容 外出頻度、外出方法、外出の目的（地）等 

調査対象 小学生以上の地区住民 

配布枚数 3,930 枚 ※１世帯に３枚 

回収枚数 1,475 枚 

回収率 37.5％ 
 
 

資料３－2 
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〈地元との協議状況〉（令和 6年 3月～6月） 

内容 市の考え 地元の意見 

運行時間 
・日中の時間帯 

（例：９時～１８時） 

・通勤・通学の時間帯にも運行し

てほしい。 

運行日 

・平日と土曜日 ・運行日は多い方が良いが、通勤・

通学への対応も含めて平日の運

行を重要視してほしい。 

乗降場の 

設置箇所 

・地区内及び周辺地域の公共交通との

接続点、商業施設、医療機関や地区

内の公的施設を目的地として設置

し、住宅地にも３００～４００ｍに

1ヶ所を目安に設置する。 

・乗継拠点を活用するため、バスに乗

り継ぐことで行ける施設には乗降

場を設置せず、乗り継いでもらう。 

・車両台数が１台のため、運行範囲が

広くならないようにする。 

・通勤・通学の時間帯に運行する

なら、塩浜駅にも乗降場を設置

してほしい。 

・周辺地域にある商業施設（日永

カヨ―）や大型医療機関（県立

総合医療センター）は乗り継い

で行くのと、乗り継ぎなしで行

くことができるのでは利用者の

印象が変わることを理解してほ

しい。 

運賃 

・アンケート結果を基準に１乗車 

４００円 

・アンケート結果から４００円を

基準にするのはいいが、移動距

離に応じた料金設定を検討して

ほしい。 

鈴鹿市への

運行 

・運行範囲が広くなってしまうので、

次年度以降の検討課題とする。 

・今年度については理解したが、 

ぜひ検討してほしい。 

 

〈福祉施策の実施主体からの意見〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・新しい移動手段の導入に向けて取り組むことについて 

→「ささえ愛ステーションかわらだ」が行う事業は基本的にボランティアであり、 

担い手が高齢化している。一方で人材確保が難しく、どのように継続していくか 

が課題となっているので、公共交通が充実することで、お出かけ支援を利用して 

いた人が公共交通で移動してくれるようになればありがたい。 
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【これまでの協議等を踏まえた事業概要】 

実施方法 AI 活用型乗合デマンド交通 

実施期間 １１月上旬～１月末の約３ヶ月間を予定 

運行時間 ６時３０分～２０時  

運行日 月曜日～金曜日 ※祝日と年末年始は運休 

車両台数 ワンボックスカー１台  

予約方法 アプリ、電話 

運賃 バスとタクシーの間になるような料金設定でゾーン制等を検討。 

乗降場 地区内及び隣接地区の商業施設や駅、住宅地等の約４０ヶ所に設置を予定

しており、今後、地元や運行事業者と協議して設定。 
 

 （目的地となる乗降場の設置箇所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈国の補助金について〉 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

<今後のスケジュール> 

R6・6 R6・7 R6・8 R6・9 R6・10 R6・11 R6・12 R7・1 R7・2 R7・3 

          

 

運行準備（運行体制やシステムの構築等） 

地元等との協議・連携 

実証事業の実施 

事業者選定 

広報活動・利用説明会の実施 

補助金の手続き（進捗状況の報告、事業完了実績の報告、補助金請求等） 

今回の実証事業は国土交通省の令和 6年度共創・MaaS 実証プロジェクトの共創モデル実証 

運行事業として採択を受けました。 

【補助金の概要】 

共創モデル実証運行事業の補助金は、交通を地域の暮らしと一体として捉え、その維持・

活性化を目的として、地域における複数の関係者の「共創」（連携・協働）による取組や

「共創」を支える仕組みを構築する事業を対象とした補助制度。 

・対象者 ：交通事業者等を含む複数の共創主体で構成される協議会や連携スキーム等 

  （「共創プラットフォーム」） 

・対象内容：①事業実施のための基礎データ収集・分析、協議会開催に要する経費 

②事業実施にあたり必要となるシステム構築、車両購入・改造に要する経費 

       ③実証運行に要する経費 

・補助率 ：2/3（上限 1億円）※本市の場合の補助率。 

地域の類型に応じて補助率が設定されている。 

 

 

四日市市 

四日市タクシー協会 

三重交通株式会社 

四日市あすなろう鉄道株式会社 

伊勢鉄道株式会社 

イオンタウン四日市泊 

＜運行主体＞ 

＜事業主体＞ 

＜共創パートナー＞ 

【本事業の共創プラットフォーム】 

 

① 

② 

③ 

④ 

①運行協議・意見交換  ③意見交換 

②運行・運行管理の実施 ④利用促進連携・支援 

・実証事業の実施により利用ニーズや他の公共交通等への影響を確認し、実証運行のなかで

判明した課題への対応を行うことで、実装に向けて取り組んでいく。 
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